
185IHI 技報　Vol.49  No.4 ( 2009 )

1.　緒　　　　言

　2009 2209



186 IHI 技報　Vol.49  No.4 ( 2009 )

出量が化石燃料のなかでもっとも大きく，その高効率化が

喫緊の課題である．
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開始した「先進超々臨界圧火力発電実用化要素技術開発 

( Phase-I ) 」では，材料選定に必要なデータを取得する．

本技術開発では，ボイラ要素技術開発として Ni 基合金

および新フェライト鋼の材料特性評価，製造技術確立を中

心に取り組んでいる．

4.　製  造  技  術

　700℃級ボイラを実用化するためには，材料開発だけで
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成する最適タービンサイクルは，2 段再熱サイクルを採用

し，各流量・圧力・温度は従来と様相が異なっている．

　700℃級ボイラの設計に関する検討項目としては以下が

挙げられる．
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